
施 設 名

管 理 者 名 指 定 期
間

～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、体育施設を設置す
る。

平成２５年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

スポーツ振興法

新潟市体育施設条例

鳥屋野総合体育館

(公財)新潟市開発公社

中央区地域課

平成26年3月31日

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

施 設 概 要

敷地面積　２３，６８３.18㎡、延床面積　１２，４９６.97㎡
建築構造　鉄筋コンクリート造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造）
主な施設内容（構成施設の内容）
　体育館棟（３階建）　７，７９３.65㎡
　プール棟（２階建）　２，０９３.98㎡
　武道館棟（平屋建）　２，６０９.34㎡

平成21年4月1日

中央区神道寺南２丁目３番４６号

(１)新潟市体育施設条例に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与す
る管理運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等利用を確保すること。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと

施 設 設 置 目 的

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。



視 点 評価

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

テレビに複数回出演し、情報誌
への情報掲載等、広報活動を
積極的に行っている。
これまでの経験を踏まえ、広報
の効果の最大限発揮を期待す
る。

・年間マスコミ掲載回数　1回
以上
・月間HP等による情報提供
更新　1回以上

年間320,000人以上

耐震工事の影響があったにも
係わらず、基準を大きく上回る
利用者数は高く評価する。今
後も更なる増加を期待する。

・テレビ出演3回（施設・教室・体
育の日・イベント紹介）
・ＨＰでの情報提供（1回以上／
月）
・スポーツ教室の案内パンフレッ
ト作成・配布
・地元情報誌4誌に情報掲載

352,475人

評価項目

広報の充実

基準利用者数

苦情･要望に対する対応

実績評価指標 評価コメント

必要な対応を実施した。

予約システム利用の向上
予約システム利用講習会を
年３回以上実施

・希望者には随時利用方法を説
明
・利用案内を作成し、設置
・操作マニュアルを作成し、設置

市 民

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望には迅速に回答

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望には7営業日以
内に回答

各種サービス別満足度

Ｈ25施設アンケート
 接遇項目：平均77.5％
Ｈ25教室アンケート
 全項目：97.6％

接遇・教室共に満足度が高い
ことを評価する。

利用講習会は未実施である
が、予約システム利用の向上
を目的として様々な活動を行っ
ている。今後は講習会を行うよ
う周知方法の検討などを求め
る。

・アンケートで接客の「満足」
以上を6割以上
・アンケートで教室の「満足」
以上を6割以上

Ａ

財 務 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

臨時休業時間

人身事故に関するもの

前年度実績より1％以上削
減

前年度から約5％のコスト増と
なった。これは昨年度、陸上競
技場の耐震工事の影響による
休館が原因もあるが、コスト削
減が十分になされているとは
言えない。今後も経費の削減
及び利用者の増を図り、１人あ
たりのコスト削減に努めるよう
求める。

【中央区内全施設での評価】
　利用者1人あたりのコスト
　・H25実績　533円/人

大きな事故もなく適正に管理し
ている。

・補償を伴う事故なし
・心臓停止事故なし

・補償を伴う事故発生件数0
件
・心臓停止事故件数の90％
以上にＡＥＤを使用

指定管理者の管理運営責任で
の臨時休業日なし

他施設との連携に対する理
解

週1回館長会議を開催

利用者１人あたりのコスト削
減額

設置目的に合致したサービ
ス提供

・工事による休業を除く開館
（運営）時間が過去3年間の
平均値より３％減以内
・スポーツ教室開催数
年間754コマ以上
・スポーツ教室延べ参加者
数　　　　36,000人以上

◆開館時間：
例年どおり開館
◆スポーツ教室開催数
年間1,148コマ
◆スポーツ教室延参加者数
35,876人

※耐震工事のため、秋期スポー
ツ教室は、回数を減らして実施。

指定管理者の管理運営責任
での臨時休業日０日

適正に管理運営している。

・週1回館長会議開催
施設間での連絡調整・意見交
換を充分行っている。

耐震工事の影響により、参加
者数については基準を満たし
ていないが、影響を鑑みると基
準を達成したと言える。中でも
教室については、大幅に開催
数を増やし、利用者ニーズに
対応したことを高く評価する。
今後は、更に参加者数を伸ば
すことを期待する。



Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

業務基準書に定める各種
人員配置の遵守

施設管理に必要な人員を配置

事業計画書・事業報告書提
出の〆切厳守

〆切を守って提出されている 適切に実施している。

適切に実施している。

安全責任者として館長、次席に
館長代理を配置。両者が不在の
場合は正職員が代行する。ま
た、事故発生時における連絡体
制のマニュアルが整備されてお
り、安全確保体制が確立されて
いる。

業務基準書に定める以上の
各種人員を配置

業 務
・安全責任者は常勤職員が
配置されているか
・安全責任者が不在の場合
の代理が決まっているか
・連絡体制、連絡方法のマ
ニュアルが整備されている
か
・地域防災計画と整合する
体制の要項が整備されてい
るか

事件・事故発生時の対応の
適切さ

・利用者の安全確保のため
の対応要項が整備されてい
るか（避難の誘導や蘇生対
応等）
・警察や消防への連絡体制
が整備されているか
・被害拡大の予防対策が整
備されているか（初期消火、
施設の閉鎖等）

プール監視要項整備
プール監視要項を整備し実
施する

要項に基づき監視を実施

事業計画・事業報告の適切
さ

・事故報告は発見より30分
以内
・重クレーム報告は1時間以
内
・市からの質問事項等の〆
切厳守

・大きな事故なし
・重クレーム該当なし
・その他の連絡等は随時適切に
行なわれた

適切に実施している。

適切に実施している。

水難訓練を非常に多く行い、適
切に実施している。

・事件、事故に対応するマニュア
ルの中で必要な規程が整備され
ている。必要な訓練も実施され
ており、事故発生時の対応もしっ
かりなされている。

消防訓練年2回（4/11、12/12）
水難訓練年9回（4/11、6/8、
6/29、7/13、7/20、8/1、8/8、
10/3、3/29）

改善勧告時の対応の迅速
さ・適切さ

業務改善指導の〆切厳守 業務改善指導なし 業務改善指導なし。

適切に実施している。

日常連絡の適切さ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

関係法令の遵守

人 材

・市の主管課への連絡体制
が整備されているか
・事件・事故対応訓練や講習
を年1回以上実施

総 合 評 価 （ 所 見 ）

公募による指定管理期間の最終年目として、これまでの経験を生かし大きな問題もなく施設の管理運営を行った。
体育館の耐震工事の影響があったにも関わらず、利用者数は前年度から増加し、基準を大きく上回っている。
ただし、管理経費が増加したため、利用者一人あたりのコストが前年度を上回ったことは残念である。
利用者の多様なニーズに対応し、教室の開催数を大幅に増やしており、満足度も向上していることを評価する。
今後も、ニーズにあった適切な広報活動やサービス提供を行い、利用者数及び満足度を今以上に向上させる取り組みがなされることを期待する。

水難訓練を非常に多く行い、適
切に実施している。

水難訓練を年9回実施
業務マニュアルも整備されてい
る。

業務基準書等に定める事
項の遵守

業務基準書等に定める事項
の遵守

適切に実施している。

マニュアルの整備と職員研修を
実施

適切に実施している。

個人情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

マニュアルの整備と職員研修を
実施

適切に実施している。

適切に実施している。

遵守されている。

各種資格所有者やスポーツ施設
管理の経験者を適切に配置

守秘義務の徹底
機密情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

適切に実施している。

10/3、3/29）

防災危機管理講習会受講
（1/23）
防犯危機管理講習会受講

プール監視員の条件

・視力1.0以上（コンタクト可、
眼鏡可）
※眼鏡の場合はメガネバン
ド着用　・泳力25m以上

配置人員条件の充足

全員が条件を満たしており、水
泳指導管理士等の有資格者及
び普通救命講習受講者も配置し
ている。

知識や技能の向上

・プール救助訓練を年2回以
上実施し担当者は全員参加
すること
・業務用の実施マニュアルを
整備している

基準書等に定める以上の必
要な資格や経験を有する職
員を配置



施 設 名

管 理 者 名 指 定 期
間

～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

中央区一番堀通町３番地１

平成２５年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

スポーツ振興法

新潟市体育施設条例

新潟市陸上競技場

(公財)新潟市開発公社

中央区地域課

平成26年3月31日平成21年4月1日

施 設 設 置 目 的

(１)新潟市体育施設条例に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与する管
理運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等利用を確保すること。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと

施 設 概 要

敷地面積　４９，５３０.934㎡，延床面積　８，８９１.79㎡
建築構造　鉄筋コンクリート造（４階建）、ＰＣコンクリート段床
主な施設内容
　トラック　４，６８３.179㎡
　フィールド　１４，５６１.665㎡
　メインスタンド（４階建）　３，３４８.09㎡
　バックサイドスタンド　５，５４３.7㎡
　駐車場　　　　８，２５０㎡

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、体育施設を設置する。

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。



視 点 評価

Ｂ

A

Ｂ

Ａ

Ｂ

基準利用者数の達成

苦情･要望に対する対応

テレビへの出演、ＨＰでの情報
提供を頻繁に行うなど、広報活
動を積極的に行っている。
これまでの経験を踏まえ、広報
の効果の最大限発揮を期待す
る。

・年間マスコミ掲載回数　1回
以上
・月間HP等による情報提供
更新　1回以上

年間140,000人以上

半年に渡る耐震工事により、利
用制限を行ったにも関わらず、
基準を大きく上回る達成が図ら
れたことを高く評価する。
今後も更なる増加を期待する。

・テレビ出演（施設紹介）
・ＨＰでの情報提供実施（1回/月以
上）
・スポーツ教室の案内パンフレット
作成・配布

187,461人

※10月下旬～3月下旬の耐震工事
による利用制限あり。

評価指標

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望には迅速に回答

・苦情対応マニュアル整備
・苦情，要望には7営業日以
内に回答

評価コメント

広報の充実

評価項目 実績

市 民

利用講習会は未実施であるが、
予約システム利用の向上を目
的として様々な活動を行ってい
る。今後は講習会を行うよう周
知方法の検討などを求める。

各種サービス別満足度

・アンケートで接客の「満足」
以上を6割以上
・アンケートで教室の「満足」
以上を6割以上

Ｈ25施設アンケート
 接遇項目：平均77.1％
Ｈ25教室アンケート
 全項目：79.9％

接遇・教室共に満足度が高いこ
とを評価する。

予約システム利用の向上
予約システム利用講習会を
年３回以上実施

・希望者には随時利用方法を説明
・利用案内を作成し、設置
・操作マニュアルを作成し、設置

必要な対応を実施した。

A

財 務 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

設置目的に合致したサービ
ス提供

・工事による休業を除く開館
（運営）時間が過去3年間の
平均値より3％減以内
・スポーツ教室開催数
年間10コマ以上
・スポーツ教室延べ参加者
数　　　1,000人以上

耐震工事による利用制限があり
ながら基準をクリアしたことを高
く評価する。
今後も、更に参加者数を伸ばす
ことを期待する。

◆開館時間：
例年どおり開館
◆スポーツ教室開催数
年間22コマ
◆スポーツ教室延参加者数
1,022人

前年度実績より1％以上削
減

前年度から約5％のコスト増と
なった。これは昨年度、陸上競
技場の耐震工事の影響による
休館が原因もあるが、コスト削
減が十分になされているとは言
えない。今後も経費の削減及び
利用者の増を図り、１人あたり
のコスト削減に努めるよう求め
る。

【中央区内全施設での評価】
　利用者1人あたりのコスト
　・H25実績　533円/人

人身事故もなく適正に管理して
いる。

人身事故に関するもの

臨時休業時間

利用者１人あたりのコスト削
減額

人身事故発生なし

・補償を伴う事故発生件数0
件
・心臓停止事故件数の90％
以上にＡＥＤを使用

適切に実施している。

適正に管理運営している。

・週1回館長会議開催
施設間での連絡調整・意見交
換を充分行っている。

指定管理者の管理運営責任での
臨時休業日なし

業務基準書に定める各種
人員配置の遵守

業務基準書に定める以上の
各種人員を配置

施設管理に必要な人員を配置

指定管理者の管理運営責任
での臨時休業日０日

他施設との連携に対する理
解

週1回館長会議を開催



Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

・利用者の安全確保のため
の対応要項が整備されてい
るか（避難の誘導や蘇生対
応等）
・警察や消防への連絡体制
が整備されているか
・被害拡大の予防対策が整
備されているか（初期消火，
施設の閉鎖等）
・市の主管課への連絡体制
が整備されているか
・事件・事故対応訓練や講習
を年1回以上実施

適切に実施している。

・事件・事故に対応するマニュアル
の中で必要な規程が整備されてい
る。必要な訓練も実施されており，
事故発生時の対応もしっかりなされ
ている。

消防訓練年2回（4/9、3/17）

防災危機管理講習会受講（1/23）
防犯危機管理講習会受講（6/20）

関係法令の遵守
個人情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

適切に実施している。

守秘義務の徹底
機密情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

適切に実施している。

マニュアルの整備と職員研修を実
施

マニュアルの整備と職員研修を実
施

業 務

事件・事故発生時の対応の
適切さ

事業計画・事業報告の適切
さ

事業計画書・事業報告書提
出の〆切厳守

〆切を守って提出されている 適切に実施している。

日常連絡の適切さ

・事故報告は発見より30分
以内
・重クレーム報告は1時間以
内
・市からの質問事項等の〆
切厳守

・事故なし
・重クレーム該当なし
・その他の連絡等は随時適切に行
なわれた

適切に実施している。

安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

・安全責任者は常勤職員が
配置されているか
・安全責任者が不在の場合
の代理が決まっているか
・連絡体制，連絡方法のマ
ニュアルが整備されている
か
・地域防災計画と整合する
体制の要項が整備されてい
るか

安全責任者として館長を配置。不
在の場合は正職員が代行する。ま
た、事故発生時における連絡体制
のマニュアルが整備されており、安
全確保体制が確立されている。

適切に実施している。

改善勧告時の対応の迅速
さ・適切さ

業務改善指導の〆切厳守 業務改善指導なし 業務改善指導なし。

Ｂ

Ｂ

Ｂ 適切に実施している。マニュアルが整備されている。

業務基準書等に定める事
項の遵守

業務基準書等に定める事項
の遵守

適切に実施している。

配置人員条件の充足 適切に実施している。

遵守されている。

知識や技能の向上
・業務用の実施マニュアルを
整備している

基準書等に定める以上の必
要な資格や経験を有する職
員を配置

総 合 評 価 （ 所 見 ）

公募による指定管理期間の最終年目として、これまでの経験を生かし大きな問題もなく施設の管理運営を行った。
約半年間の耐震工事の影響があったにも関わらず、利用者数は基準を大きく上回っており、教室開催数及び参加者数も基準をクリアしていることを評
価する。
ただし、管理経費が増加したため、利用者一人あたりのコストが前年度を上回ったことは残念である。
今後も、ニーズにあったサービス提供を行い、利用者数及び満足度を今以上に向上させる取り組みがなされることを期待する。

各種資格所有者やスポーツ施設管
理の経験者を適切に配置

人 材



施 設 名

管 理 者 名 指 定 期
間

～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

平成21年4月1日

中央区一番堀通町３-１

(１)新潟市体育施設条例に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与す
る管理運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等利用を確保すること。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと

施 設 設 置 目 的

施 設 概 要

敷地面積　１１，３１９㎡ 、延床面積　５９９４.14㎡
建築構造　鉄筋及び鉄筋コンクリート造３階建（一部地階）
主な施設内容（構成施設の内容）
　１階　３，４２２.14㎡
　２階　１，９６５.71㎡
　３階　　　４２６.29㎡
　地階　　　１８０㎡

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、体育施設を設置す
る。

平成２５年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

スポーツ振興法

新潟市体育施設条例

新潟市体育館

(公財)新潟市開発公社

中央区地域課

平成26年3月31日

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。



視 点 評価

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

予約システム利用講習会を
年３回以上実施

・希望者には随時利用方法を説
明
・利用案内を作成し、設置
・操作マニュアルを作成し、設置

利用講習会は未実施である
が、予約システム利用の向
上を目的として様々な活動
を行っている。今後は講習
会を行うよう周知方法の検
討などを求める。

実績評価指標 評価コメント

予約システム利用の向上

基準は満たしているものの、
両アンケートにおいて前年度
を下回っており、今後の改善
を期待する。

苦情･要望に対する対応
・苦情対応マニュアル整備
・苦情，要望には7営業日以
内に回答

必要な対応を実施した。

Ｈ25施設アンケート
 接遇項目：平均62.7％
Ｈ25教室アンケート
 全項目：79.9％

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望なし

・アンケートで接客の「満足」
以上を6割以上
・アンケートで教室の「満足」
以上を6割以上

評価項目

広報の充実

基準利用者数の達成

各種サービス別満足度

市 民

テレビへの出演、ＨＰでの情
報提供を頻繁に行うなど、広
報活動を積極的に行ってい
る。
これまでの経験を踏まえ、広
報の効果の最大限発揮を期
待する。

・年間マスコミ掲載回数　1回
以上
・月間HP等による情報提供
更新　1回以上

年間97,000人以上

前年度から大きく増加し、基
準を大きく上回ったことを評
価する。
今後も更なる増加を期待す
る。

・テレビ出演（施設紹介）
・ＨＰでの情報提供実施（1回/月
以上）
・スポーツ教室の案内パンフレッ
ト作成・配布

106,721人

A

財 務 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

利用者１人あたりのコスト削
減額

週1回館長会議開催

・工事による休業を除く開館
（運営）時間が過去3年間の
平均値より3％減以内
・スポーツ教室開催数
年間90コマ以上
・スポーツ教室延べ参加者
数　　　　3,900人以上

前年度実績より1％以上削
減

人身事故発生なし

指定管理者の管理運営責任
での臨時休業日０日

・補償を伴う事故発生件数0
件
・心臓停止事故件数の90％
以上にＡＥＤを使用

適正に管理運営している。

他施設との連携に対する理
解

前年度から約5％のコスト増
となった。これは昨年度、陸
上競技場の耐震工事の影響
による休館が原因もあるが、
コスト削減が十分になされて
いるとは言えない。今後も経
費の削減及び利用者の増を
図り、１人あたりのコスト削
減に努めるよう求める。

◆開館時間：
例年どおり開館
◆スポーツ教室開催数
年間225コマ
◆スポーツ教室延参加者数
6,286人

【中央区内全施設での評価】
　利用者1人あたりのコスト
　・H25実績　533円/人

施設間での連絡調整・意見
交換を充分行っている。

指定管理者の管理運営責任での
臨時休業日なし

週1回館長会議を開催

人身事故もなく適正に管理し
ている。

教室開催数、参加者数共に
前年度を超え、基準を大幅
に上回っていることを高く評
価する。
今後も、更に参加者数を伸
ばすことを期待する。

設置目的に合致したサービ
ス提供

人身事故に関するもの

臨時休業時間



Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

適切に実施している。

業務改善指導なし。

安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

・安全責任者は常勤職員が
配置されているか
・安全責任者が不在の場合
の代理が決まっているか
・連絡体制，連絡方法のマ
ニュアルが整備されている
か
・地域防災計画と整合する
体制の要項が整備されてい
るか

安全責任者として館長を配置。不
在の場合は正職員が代行する。
また、事故発生時における連絡
体制のマニュアルが整備されて
おり、安全確保体制が確立されて
いる。

適切に実施している。

日常連絡の適切さ

適切に実施している。

適切に実施している。

・事故報告は発見より30分
以内
・重クレーム報告は1時間以
内
・市からの質問事項等の〆
切厳守

・事故なし
・重クレーム該当なし
・その他の連絡等は随時適切に
行なわれた

改善勧告時の対応の迅速
さ・適切さ

業務改善指導の〆切厳守 業務改善指導なし

事業計画・事業報告の適切
さ

事業計画書・事業報告書提
出の〆切厳守

〆切を守って提出されている

事件・事故発生時の対応の
適切さ

・利用者の安全確保のため
の対応要項が整備されてい
るか（避難の誘導や蘇生対
応等）
・警察や消防への連絡体制
が整備されているか
・被害拡大の予防対策が整
備されているか（初期消火，
施設の閉鎖等）

適切に実施している。

・事件，事故に対応するマニュア
ルの中で必要な規程が整備され
ている。必要な訓練も実施されて
おり，事故発生時の対応もしっか
りなされている。

消防訓練年2回（4/8、3/3）

業務基準書に定める各種
人員配置の遵守

業務基準書に定める以上の
各種人員を配置

施設管理に必要な人員を配置

業 務

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

マニュアルの整備と職員研修を
実施

知識や技能の向上
業務用の実施マニュアルを
整備している

基準書等に定める以上の必
要な資格や経験を有する職
員を配置

施設の閉鎖等）
・市の主管課への連絡体制
が整備されているか
・事件・事故対応訓練や講習
を年1回以上実施

総 合 評 価 （ 所 見 ）

公募による指定管理期間の最終年目として、これまでの経験を生かし大きな問題もなく施設の管理運営を行った。
利用者数は前年度を大幅に上回り、基準を十二分に満たしており、スポーツ教室も順調に開催数・参加者数共に増加していることを高く評価でき
る。
今後も施設の特性を生かしたサービス提供を行い、利用者数及び満足度を向上させる取り組みがなされることを期待する。

適切に実施している。マニュアルが整備されている。

業務基準書等に定める事
項の遵守

業務基準書等に定める事項
の遵守

適切に実施している。

配置人員条件の充足 適切に実施している。

遵守されている。

各種資格所有者やスポーツ施設
管理の経験者を適切に配置

関係法令の遵守
個人情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

適切に実施している。

守秘義務の徹底
機密情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

適切に実施している。

マニュアルの整備と職員研修を
実施

防災危機管理講習会受講
（1/23）
防犯危機管理講習会受講
（6/20）

人 材



施 設 名

管 理 者 名 指 定 期
間

～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

施 設 設 置 目 的

施 設 概 要

敷地面積　―㎡（陸上競技場内）、延床面積　５７１㎡
建築構造　鉄筋コンクリート造（陸上競技場内）
主な施設内容
　１階　トレーニングルーム（筋力系）、男女シャワールーム，事務室
　２階　トレーニングルーム（有酸素系）、健康相談室

(１)新潟市体育施設条例に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与する管理
運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等利用を確保すること。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、体育施設を設置する。

平成２５年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

スポーツ振興法

新潟市体育施設条例

新潟市トレーニングセンター

(公財)新潟市開発公社

中央区地域課

平成26年3月31日平成21年4月1日

中央区一番堀通町３番地１

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。



視 点 評価

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

施設アンケートは、耐震工事の影
響により未実施であった。
教室アンケートは、満足度が高い
ことを評価する。

苦情･要望に対する対応
・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望には7営業日以
内に回答

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望なし

必要な対応を実施した。

・アンケートで接客の「満足」
以上を6割以上
・アンケートで教室の「満足」
以上を6割以上

Ｈ25施設アンケート
 耐震工事の影響により未実施
Ｈ25教室アンケート
 全項目：79.9％

・年間マスコミ掲載回数　1回
以上
・月間HP等による情報提供
更新　1回以上

年間62,000人以上

各種サービス別満足度

実績評価指標

◆開館時間
・工事による休業を除く開館

評価項目

広報の充実

基準利用者数の達成

市 民

結果的には基準を下回ったが、原
因は半年に渡る耐震工事により利
用制限を行ったてめである。
このような状況下での数値として
は非常に多い数値であり、努力を
高く評価する。
今後も更なる増加を期待する。

・ＨＰでの情報提供実施（1回/月以
上）
・スポーツ教室の案内パンフレット
作成・配布
・テレビ出演（施設紹介）
・フリーペーパー掲載（施設紹介）

56,936人

※10月下旬～3月下旬の耐震工事
による利用制限あり。

テレビへの出演やフリーペーパー
へ施設紹介を行うなど、様々な広
報活動を積極的に行っている。
これまでの経験を踏まえ、広報の
効果の最大限発揮を期待する。

評価コメント

Ｃ

財 務 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

利用者１人あたりのコスト削
減額

指定管理者の管理運営責任
での臨時休業日０日

他施設との連携に対する理
解

週1回館長会議を開催

日常連絡の適切さ

・事故報告は発見より30分
以内
・重クレーム報告は1時間以
内
・市からの質問事項等の〆
切厳守

・事故なし
・重クレーム該当なし
・その他の連絡等は随時適切に行
なわれた

適切に実施している。

前年度実績より1％以上削
減

前年度から約5％のコスト増となっ
た。これは昨年度、陸上競技場の
耐震工事の影響による休館が原
因もあるが、コスト削減が十分にな
されているとは言えない。今後も経
費の削減及び利用者の増を図り、
１人あたりのコスト削減に努めるよ
う求める。

【中央区内全施設での評価】
　利用者1人あたりのコスト
　・H25実績　533円/人

人身事故もなく適正に管理してい
る。

人身事故発生なし

施設間での連絡調整・意見交換を
充分行っている。

指定管理者の管理運営責任での
臨時休業日なし

耐震工事の影響があったものの、
教室開催数、参加者数ともに基準
未達成であった。今後は達成に向
け根本的な改善の検討を求める。

◆開館時間：
例年どおり開館
◆スポーツ教室開催数
年間8コマ
◆スポーツ教室延参加者数
49人

工事による休業を除く開館
（運営）時間が過去3年間の
平均値より3％減以内
・スポーツ教室開催数
年間90コマ以上
・スポーツ教室延べ参加者
数　　　560人以上

・補償を伴う事故発生件数0
件
・心臓停止事故件数の90％
以上にＡＥＤを使用

適切に実施している。

適正に管理運営している。

・週1回館長会議開催

業務基準書に定める以上の
各種人員を配置

施設管理に必要な人員を配置

設置目的に合致したサービ
ス提供

人身事故に関するもの

臨時休業時間

業務基準書に定める各種
人員配置の遵守



Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

・安全責任者は常勤職員が
配置されているか
・安全責任者が不在の場合
の代理が決まっているか
・連絡体制、連絡方法のマ
ニュアルが整備されている
か
・地域防災計画と整合する
体制の要項が整備されてい
るか

安全責任者として館長を配置。不
在の場合は正職員が代行する。ま
た、事故発生時における連絡体制
のマニュアルが整備されており、安
全確保体制が確立されている。

適切に実施している。

事業計画・事業報告の適切
さ

事業計画書・事業報告書提
出の〆切厳守

〆切を守って提出されている 適切に実施している。

改善勧告時の対応の迅速
さ・適切さ

業務改善指導の〆切厳守 業務改善指導なし 業務改善指導なし。

守秘義務の徹底
機密情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

適切に実施している。

マニュアルの整備と職員研修を実
施

マニュアルの整備と職員研修を実
施

関係法令の遵守
個人情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

適切に実施している。

業 務

・利用者の安全確保のため
の対応要項が整備されてい
るか（避難の誘導や蘇生対
応等）
・警察や消防への連絡体制
が整備されているか
・被害拡大の予防対策が整
備されているか（初期消火、
施設の閉鎖等）
・市の主管課への連絡体制
が整備されているか
・事件・事故対応訓練や講習
を年1回以上実施

適切に実施している。

・事件・事故に対応するマニュアル
の中で必要な規程が整備されてい
る。必要な訓練も実施されており，
事故発生時の対応もしっかりなさ
れている。

消防訓練年2回（4/9、3/17）

防災危機管理講習会受講（1/23）
防犯危機管理講習会受講（6/20）

事件・事故発生時の対応の
適切さ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

公募による指定管理期間の最終年目として、これまでの経験を生かし大きな問題もなく施設の管理運営を行った。
約半年間の耐震工事の影響があり、利用者数は基準を下回ったが、利用が制限される中で利用者の減を最小限に抑えたことを評価する。
ただし、教室参加者数が基準を大きく下回っており、新規教室の開催や広報活動の充実を含め、抜本的な改革も検討すべきである。
今後も、ニーズにあった適切なサービス提供を行い、利用者数及び満足度を今以上に向上させる取り組みがなされることを期待する。

適切に実施している。マニュアルが整備されている。

業務基準書等に定める事
項の遵守

業務基準書等に定める事項
の遵守

適切に実施している。

知識や技能の向上

総 合 評 価 （ 所 見 ）

業務用の実施マニュアルを
整備している

基準書等に定める以上の必
要な資格や経験を有する職
員を配置

るマニュアルの整備 施

適切に実施している。

遵守されている。

各種資格所有者やスポーツ施設管
理の経験者を適切に配置

配置人員条件の充足

人 材



施 設 名

管 理 者 名 指 定 期
間

～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

中央区地域課

平成21年4月1日

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

施 設 設 置 目 的

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、体育施設を設置す
る。

中央区関屋１番地９３

施 設 概 要

敷地面積　７９，２００㎡（公園部分含む）、延床面積　６，２９６.4㎡
建築構造　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
主な施設内容（構成施設の内容）
　屋内プール棟（２階建）　４，１４２.05㎡
　屋外プール棟観覧席（３階建）　２，１５４.35㎡

(１)新潟市都市公園条例に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与する
管理運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等利用を確保すること。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと

平成２５年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

スポーツ振興法

新潟市都市公園条例

西海岸公園市営プール

(公財)新潟市開発公社 平成26年3月31日

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。



視 点 評価

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｂ

116,195人

・年間マスコミ掲載回数　1回以
上
・月間HP等による情報提供更新
1回以上

各種サービス別満足度

評価コメント

必要な対応を実施した。

市 民

・苦情対応マニュアル整備
・苦情なし、要望には迅速に回答

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望には7営業日以内に
回答

評価指標 実績

・NST　TV取材　7/2　屋外プール
オープン
・BSN　ラジオ取材　8/23　夏の
プール取材
・ＢＳＮ、NHK、Teny　1/3　日本泳
法イベント放映
・新潟日報、読売新聞、朝日新
聞、毎日新聞　1/6朝刊　新春イベ
ント掲載
・フリーペーパー掲載（スポーツ教
室紹介）
・ＨＰでの情報提供実施
（1回/月以上）
・スポーツ教室の案内パンフレット
作成・配布

昨年度から若干減少し、基準を
満たしていないことは残念であ
る。広報活動はいままでどおり
積極的に行った上で、施設の特
性を生かしたイベントの開催な
ど、抜本的な改革の検討を望
む。

基準利用者数の達成 年間140,000人以上

Ｈ25施設アンケート
 接遇項目：平均80.3％
Ｈ25教室アンケート
 全項目 ：平均96.2％

・アンケートで接客の「満足」以上
を6割以上
・アンケートで教室の「満足」以上
を6割以上

接遇・教室共に満足度が高いこ
とを評価する。

評価項目

広報の充実

苦情･要望に対する対
応

テレビやラジオ取材や複数の
新聞等へ掲載するなど積極的
に広報を実施した。
これまでの経験を踏まえ、広報
の効果の最大限発揮を期待す
る。

Ｂ

財 務 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
業務基準書に定める各
種人員配置の遵守

業務基準書に定める以上の各種
人員を配置

人身事故に関するもの

臨時休業時間

教室開催数、参加者数共に基
準を上回った。特に利用者ニー
ズに対応し、新規教室を開催し
ていることは評価する。
今後は各教室の参加者数が増
加するよう期待する。

指定管理者の管理運営責任で
の臨時休業日０日

指定管理者の管理運営責任での
臨時休業日なし

施設管理に必要な人員を配置

前年度実績より1％以上削減

・補償を伴う事故発生なし
・水難事故発生なし

前年度から約5％のコスト増と
なった。これは昨年度、陸上競
技場の耐震工事の影響による
休館が原因もあるが、コスト削
減が十分になされているとは言
えない。今後も経費の削減及び
利用者の増を図り、１人あたり
のコスト削減に努めるよう求め
る。

【中央区内全施設での評価】
　利用者1人あたりのコスト
　・H25実績　533円/人

利用者１人あたりのコス
ト削減額

他施設との連携に対す
る理解

設置目的に合致した
サービス提供

・工事による休業を除く開館（運
営）時間が過去3年間の平均値
より３％減以内
・スポーツ教室開催数
年間680コマ以上
・スポーツ教室延べ参加者数
16、000人以上

◆開館時間：
例年どおり開館
◆スポーツ教室開催数
年間1,028コマ
◆スポーツ教室延参加者数
16,167人

・補償を伴う事故発生件数0件
・心臓停止事故件数の90％以上
にＡＥＤを使用

水難事故もなく適正に管理して
いる。

適切に実施している。

施設間での連絡調整・意見交
換を充分行っている。

・週1回館長会議開催 週1回館長会議を開催

適正に管理運営している。



Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

事業計画・事業報告の
適切さ

日常連絡の適切さ

改善勧告時の対応の迅
速さ・適切さ

業 務

個人情報の取り扱いに関するマ
ニュアルの整備

マニュアルの整備と職員研修を実
施

適切に実施している。

事業計画書・事業報告書提出の
〆切厳守

・事故報告は発見より30分以内
・重クレーム報告は1時間以内
・市からの質問事項等の〆切厳
守

・事故なし
・重クレーム該当なし
・その他の連絡等は随時適切に
行なわれた

業務改善指導の〆切厳守

安全責任者として館長、次席に館
長代理を配置。両者が不在の場
合は正職員が代行する。また、事
故発生時における連絡体制のマ
ニュアルが整備されており、安全
確保体制が確立されている。

プール監視要項整備
プール監視要項を整備し実施す
る

要項に基づき監視を実施

適切に実施している。

業務改善指導なし。業務改善指導なし

適切に実施している。〆切を守って提出されている

適切に実施している。

安全責任者の配置と安
全確保体制の確立

関係法令の遵守

適切に実施している。

事件・事故発生時の対
応の適切さ

・利用者の安全確保のための対
応要項が整備されているか（避
難の誘導や蘇生対応等）
・警察や消防への連絡体制が整
備されているか
・被害拡大の予防対策が整備さ
れているか（初期消火、施設の
閉鎖等）
・市の主管課への連絡体制が整
備されているか
・事件・事故対応訓練や講習を
年1回以上実施

事件・事故に対応するマニュアル
の中で必要な規程が整備されて
いる。必要な訓練も実施されてお
り、事故発生時の対応もしっかり
なされている。

消防訓練（6/18、1/20）
水難訓練（4/1、6/1、15、22、29、
30、7/1、14、15、8/1、8、10、20、
9/10、3/8）

防災危機管理講習会受講（1/23）
防犯危機管理講習会受講（6/20）

適切に実施している。

・安全責任者は常勤職員が配置
されているか
・安全責任者が不在の場合の代
理が決まっているか
・連絡体制、連絡方法のマニュア
ルが整備されているか
・地域防災計画と整合する体制
の要項が整備されているか

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

人 材

プール監視員の条件 適切に実施している。

各種資格所有者やスポーツ施設
管理の経験者を適切に配置

ニュアルの整備 施
適切に実施している。

・視力1.0以上（コンタクト可、眼鏡
可）
※眼鏡の場合はメガネバンド着
用
・泳力25m以上

基準書等に定める以上の必要な
資格や経験を有する職員を配置

全員が条件を満たしており、水泳
指導管理士等の有資格者及び普
通救命講習受講者も配置してい
る。

遵守されている。

総 合 評 価 （ 所 見 ）

公募による指定管理期間の最終年目として、これまでの経験を生かし大きな問題もなく施設の管理運営を行った。
広報活動には積極的に取り組んでおり、様々な媒体で露出を増やしていることを高く評価する。
ただし、利用者数は昨年度から若干減少し、基準も満たしていないため、施設の特性を生かしたイベントの開催など、抜本的な改革の検討を望む。
また、教室開催は多いものの参加者数が伸び悩んでいると見受けられるため、各教室の参加者数が増加することを期待する。
今後も更なる広報活動やサービス提供を行い、利用者数及び満足度を今以上に向上させる取り組みがなされることを期待する。

業務基準書等に定める
事項の遵守

業務基準書等に定める事項の遵
守

適切に実施している。

配置人員条件の充足 適切に実施している。

守秘義務の徹底
機密情報の取り扱いに関するマ
ニュアルの整備

適切に実施している。
マニュアルの整備と職員研修を実
施

関係法令の遵守

知識や技能の向上

・プール救助訓練を年2回以上実
施し担当者は全員参加すること
・業務用の実施マニュアルを整
備している

水難訓練を年２回実施
業務マニュアルも整備されてい
る。

適切に実施している。



施 設 名

管 理 者 名 指 定 期
間

～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、体育施設を設置する。

(１)新潟市体育施設条例に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与する管
理運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等利用を確保すること。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと

施 設 概 要

建築構造　管理棟　木造（平屋建）、敷地面積　１０，２０７㎡
施設内容　ソフトボール場　　敷地面積　４，６８０㎡
　　　　　ゲートボール場　　敷地面積　３，４４４㎡

施 設 設 置 目 的

平成２５年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

スポーツ振興法

新潟市体育施設条例

新潟市山二ツ運動広場

(公財)新潟市開発公社

中央区地域課

平成26年3月31日平成21年4月1日

中央区山二ツ５丁目１２番１号

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。



視 点 評価

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｂ

財 務 Ｂ

Ｂ

適切に実施している。

【中央区内全施設での評価】
　利用者1人あたりのコスト
　・H25実績　533円/人

前年度から約5％のコスト増となっ
た。これは昨年度、陸上競技場の
耐震工事の影響による休館が原因
もあるが、コスト削減が十分になさ
れているとは言えない。今後も経
費の削減及び利用者の増を図り、
１人あたりのコスト削減に努めるよ
う求める。

人身事故もなく適正に管理してい
る。

苦情･要望に対する対応

利用者１人あたりのコスト削
減額

・工事による休業を除く開館
（運営）時間が過去3年間の
平均値より3％減以内

例年どおり開館

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望なし

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望には7営業日以
内に回答

人身事故に関するもの 人身事故発生なし

各種サービス別満足度 苦情なく管理運営した。苦情なし

必要な対応を実施した。

評価項目 実績評価指標 評価コメント

市 民

設置目的に合致したサービ
ス提供

広報の充実

基準利用者数の達成

前年度実績より1％以上削
減

・補償を伴う事故発生件数0
件

基準を大きく下回っているため、今
後は抜本的な増加策を検討するよ
う求める。

・ＨＰでの情報提供実施
（1回/月以上）

2,671人

必要な情報提供を実施した。
・月間HP等による情報提供
更新　1回以上

年間5,000人以上

・各種サービスの苦情5件以
下

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

業務改善指導の〆切厳守

適切に実施している。

適切に実施している。

業務改善指導なし 業務改善指導なし。

指定管理者の管理運営責任で
の臨時休業日なし

・事故なし
・重クレーム該当なし
・その他の連絡等は随時適切に
行なわれた

る。

適正に管理運営している。臨時休業時間
指定管理者の管理運営責任
での臨時休業日０日

日常連絡の適切さ

適切に実施している。
安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

業務基準書に定める各種
人員配置の遵守

業務基準書に定める以上の
各種人員を配置

再委託先職員１名を配置のほ
か、大会等開催時には増員対応
している。

適正に人員を配置している。

業 務

事業計画・事業報告の適切
さ

事業計画書・事業報告書提
出の〆切厳守

件

改善勧告時の対応の迅速
さ・適切さ

・事故報告は発見より30分
以内
・重クレーム報告は1時間以
内
・市からの質問事項等の〆
切厳守

安全責任者として市陸上競技場
館長、次席に館長代理を配置。
両者が不在の場合は正職員が
代行する。また、事故発生時に
おける連絡体制のマニュアルが
整備されており、安全確保体制
が確立されている。

・安全責任者は常勤職員が
配置されているか（他施設と
兼任可）
・安全責任者が不在の場合
の代理が決まっているか
・連絡体制、連絡方法のマ
ニュアルが整備されている
か
・地域防災計画と整合する
体制の要項が整備されてい
るか

〆切を守って提出されている



Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

人 材

遵守されている。

AED講習を受けた再委託職員が
常駐するとともに、大会開催時な
どは屋外施設管理経験豊富な職
員が配置されている。

個人情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

マニュアルの整備と職員研修を
実施

適切に実施している。

適切に実施している。

適切に実施している。

適切に実施している。

知識や技能の向上
・業務用の実施マニュアルを
整備している

基準書等に定める以上の必
要な資格や経験を有する職
員を配置

マニュアルが整備されている。

配置人員条件の充足

事件・事故に対応するマニュアル
の中で必要な規程が整備されて
いる。

防災危機管理講習会受講
（1/23.）
防犯危機管理講習会受講
（6/20）

マニュアルの整備と職員研修を
実施

事件・事故発生時の対応の
適切さ

・利用者の安全確保のため
の対応要項が整備されてい
るか（避難の誘導や蘇生対
応等）
・警察や消防への連絡体制
が整備されているか
・被害拡大の予防対策が整
備されているか（初期消火、
施設の閉鎖等）
・市の主管課への連絡体制
が整備されているか
・事件・事故対応訓練や講習
を年1回以上実施

総 合 評 価 （ 所 見 ）

公募による指定管理期間の最終年目として、これまでの経験を生かし大きな問題もなく施設の管理運営を行った。
利用者からの苦情や要望もなく管理に問題がないことを評価する。
利用者数が基準を大幅に下回っているため、今後は広報活動やサービス提供の見直しを行い、利用者数を向上させる取り組みがなされることを期待す
る。

業務基準書等に定める事
項の遵守

業務基準書等に定める事項
の遵守

適切に実施している。

適切に実施している。

関係法令の遵守

守秘義務の徹底
機密情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備



施 設 名

管 理 者 名 指 定 期
間

～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

平成２５年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

スポーツ振興法

新潟市都市公園条例

鳥屋野運動公園野球場

(公財)新潟市開発公社

中央区地域課

平成26年3月31日平成21年4月1日

中央区女池南３丁目６番４号

施 設 概 要

敷地面積　１９，２２１㎡、延床面積　４，５８４㎡
建物構造　鉄筋コンクリート造
主な施設内容（構成施設の内容）
　野球場　１２，５４７㎡
　観覧席（２階建）　４，５８４㎡

施 設 設 置 目 的

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、体育施設を設置す
る。

(１)新潟市都市公園条例に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与する
管理運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等利用を確保すること。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。



視 点 評価

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

財 務 Ｂ

必要な情報提供を実施した。
・月間HP等による情報提供
更新　1回以上

年間32,000人以上
昨年度より大幅に減少し、基準を
下回っているため、今後の対策を
検討するよう求める。

・ＨＰでの情報提供実施
（1回/月以上）

29,850人

前年度実績より1％以上削
減

前年度から約5％のコスト増となっ
た。これは昨年度、陸上競技場の
耐震工事の影響による休館が原因
もあるが、コスト削減が十分になさ
れているとは言えない。今後も経

【中央区内全施設での評価】
　利用者1人あたりのコスト
・H25実績　533円/人

利用者１人あたりのコスト削
減額

必要な対応を実施した。

評価項目 実績評価指標 評価コメント

市 民

設置目的に合致したサービ
ス提供

・工事による休業を除く開館
（運営）時間が過去3年間の
平均値より3％減以内

例年どおり開館

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望なし

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望には7営業日以
内に回答

広報の充実

基準利用者数の達成

苦情･要望に対する対応

各種サービス別満足度
アンケートで接客の「満足」
以上を6割以上

H25施設アンケート
 接遇項目：平均45.9％

昨年度より大幅に減少し、基準を
下回っている。抜本的改革を強く求
める。

適切に実施している。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

減 れているとは言えない。今後も経
費の削減及び利用者の増を図り、
１人あたりのコスト削減に努めるよ
う求める。

・H25実績　533円/人

人身事故もなく適正に管理してい
る。

人身事故に関するもの

臨時休業時間

人身事故発生なし

減額

指定管理者の管理運営責任
での臨時休業日０日

指定管理者の管理運営責任で
の臨時休業日なし

業 務 安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

適切に実施している。

業務改善指導なし。

事業計画・事業報告の適切
さ

事業計画書・事業報告書提
出の〆切厳守

〆切を守って提出されている

・補償を伴う事故発生件数0
件
・心臓停止事故件数の90％
以上にＡＥＤを使用

適正に管理運営している。

適切に実施している。

日常連絡の適切さ

適切に実施している。

適切に実施している。

・安全責任者は常勤職員が
配置されているか（他施設と
兼任可）
・安全責任者が不在の場合
の代理が決まっているか
・連絡体制、連絡方法のマ
ニュアルが整備されている
か
・地域防災計画と整合する
体制の要項が整備されてい
るか

改善勧告時の対応の迅速
さ・適切さ

業務改善指導の〆切厳守 業務改善指導なし

業務基準書に定める各種
人員配置の遵守

業務基準書に定める以上の
各種人員を配置

再委託先職員１名を配置のほ
か、大会等開催時には増員対
応している。

安全責任者として市陸上競技
場館長を配置。不在の場合は
正職員が代行する。また、事故
発生時における連絡体制のマ
ニュアルが整備されており、安
全確保体制が確立されてい
る。

・事故報告は発見より30分
以内
・重クレーム報告は1時間以
内
・市からの質問事項等の〆
切厳守

・事故なし
・重クレーム該当なし
・その他の連絡等は随時適切
に行なわれた



Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

人 材

関係法令の遵守

事件・事故発生時の対応の
適切さ

・利用者の安全確保のため
の対応要項が整備されてい
るか（避難の誘導や蘇生対
応等）
・警察や消防への連絡体制
が整備されているか
・被害拡大の予防対策が整
備されているか（初期消火、
施設の閉鎖等）
・市の主管課への連絡体制
が整備されているか
・事件・事故対応訓練や講習
を年1回以上実施

適切に実施している。

適切に実施している。

事件・事故に対応するマニュア
ルの中で必要な規程が整備さ
れている。必要な訓練も実施さ
れており、事故発生時の対応も
しっかりなされている。

消防訓練実施（8/12、11/27）

防災危機管理講習会受講
（1/23）
防犯危機管理講習会受講
（6/20）

総 合 評 価 （ 所 見 ）

公募による指定管理期間の最終年目として、これまでの経験を生かし大きな問題もなく施設の管理運営を行った。
利用者数及び利用者満足度が大幅に減少し共に基準未達成である。
今後は、ニーズにあった適切な広報活動やサービス提供を行い、利用者数及び満足度を大幅に向上させる取り組みを行うよう求める。

業務基準書等に定める事
項の遵守

業務基準書等に定める事項
の遵守

適切に実施している。

配置人員条件の充足 適正に実施している。

遵守されている。

マニュアルの整備と職員研修
を実施

守秘義務の徹底
機密情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

知識や技能の向上
・業務用の実施マニュアルを
整備している

基準書等に定める以上の必
要な資格や経験を有する職
員を配置

マニュアルが整備されている。 適切に実施している。

個人情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

マニュアルの整備と職員研修
を実施

適切に実施している。

AED講習を受けた再委託職員
が常駐するとともに、大会開催
時などは屋外施設管理経験豊
富な職員が配置されている。



施 設 名

管 理 者 名 指 定 期
間

～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

施 設 設 置 目 的

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、体育施設を設置す
る。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

(１)新潟市都市公園条例に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与する
管理運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等利用を確保すること。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと

施 設 概 要

敷地面積　１５，７７７㎡、延床面積　２２０㎡
建物構造　鉄筋コンクリート造
主な施設内容（構成施設の内容）
　球技場　１４，６４７㎡
　クラブハウス（２階建）　２２０㎡

平成２５年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

スポーツ振興法

新潟市都市公園条例

鳥屋野運動公園球技場

(公財)新潟市開発公社

中央区地域課

平成26年3月31日平成21年4月1日

中央区女池南３丁目６番４号

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。



視 点 評価

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

財 務 Ｂ

適切に実施している。

アンケートで接客の「満足」
以上を6割以上

H25施設アンケート
 接遇項目：平均77.1％

接客の満足度が高いことを評価す
る。

必要な対応を実施した。

市 民

設置目的に合致したサービ
ス提供

・工事による休業を除く開館
（運営）時間が過去3年間の
平均値より3％減以内

例年どおり開館

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望なし

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望には7営業日以
内に回答

評価項目 実績評価指標 評価コメント

前年度から約5％のコスト増となっ
た。これは昨年度、陸上競技場の
耐震工事の影響による休館が原因
もあるが、コスト削減が十分になさ
れているとは言えない。今後も経
費の削減及び利用者の増を図り

【中央区内全施設での評価】
　利用者1人あたりのコスト
・H25実績　533円/人

前年度実績より1％以上削
減

利用者１人あたりのコスト削
減額

広報の充実

基準利用者数の達成

苦情･要望に対する対応

各種サービス別満足度

必要な情報提供を実施した。
・月間HP等による情報提供
更新　1回以上

年間52,000人以上 基準は達成している。

・ＨＰでの情報提供実施
（1回/月以上）

53,304人

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

指定管理者の管理運営責任
での臨時休業日０日

指定管理者の管理運営責任で
の臨時休業日なし

適正に管理運営している。

業務基準書に定める各種
人員配置の遵守

業務基準書に定める以上の
各種人員を配置

再委託先職員１名を配置のほ
か、大会等開催時には増員対
応している。

適切に実施している。

日常連絡の適切さ

・事故報告は発見より30分
以内
・重クレーム報告は1時間以
内
・市からの質問事項等の〆
切厳守

適切に実施している。

事業計画書・事業報告書提
出の〆切厳守

・補償を伴う事故発生件数0
件

人身事故発生なし

安全責任者として市陸上競技
場館長を配置。両者が不在の
場合は正職員が代行する。ま
た、事故発生時における連絡
体制のマニュアルが整備され
ており、安全確保体制が確立さ
れている。

・事故なし
・重クレーム該当なし
・その他の連絡等は随時適切
に行なわれた

適切に実施している。

〆切を守って提出されている 適切に実施している。

業務改善指導なし 業務改善指導なし。
改善勧告時の対応の迅速
さ・適切さ

業務改善指導の〆切厳守

・安全責任者は常勤職員が
配置されているか（他施設と
兼任可）
・安全責任者が不在の場合
の代理が決まっているか
・連絡体制、連絡方法のマ
ニュアルが整備されている
か
・地域防災計画と整合する
体制の要項が整備されてい
るか

安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

費の削減及び利用者の増を図り、
１人あたりのコスト削減に努めるよ
う求める。

・H25実績　533円/人

人身事故もなく適正に管理してい
る。

人身事故に関するもの

業 務

事業計画・事業報告の適切
さ

臨時休業時間



Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ 適切に実施している。知識や技能の向上
・業務用の実施マニュアルを
整備している

基準書等に定める以上の必
要な資格や経験を有する職
員を配置

マニュアルが整備されている。

適切に実施している。

配置人員条件の充足

遵守されている。

AED講習を受けた再委託職員
が常駐するとともに、大会開催
時などは屋外施設管理経験豊
富な職員が配置されている。

個人情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

マニュアルの整備と職員研修
を実施

マニュアルの整備と職員研修
を実施

機密情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

適切に実施している。

総 合 評 価 （ 所 見 ）

公募による指定管理期間の最終年目として、これまでの経験を生かし大きな問題もなく施設の管理運営を行った。
利用者数は昨年度より若干減少しているものの、基準を達成している。利用者満足度は昨年度を上回り達成していることを高く評価する。
今後は、スポーツ教室の新規開催なども視野に入れ、ニーズにあった適切な広報活動やサービス提供を行い、利用者数及び満足度を今以上に向上さ
せる取り組みがなされることを期待する。

業務基準書等に定める事
項の遵守

業務基準書等に定める事項
の遵守

適切に実施している。

適正に実施している。

・利用者の安全確保のため
の対応要項が整備されてい
るか（避難の誘導や蘇生対
応等）
・警察や消防への連絡体制
が整備されているか
・被害拡大の予防対策が整
備されているか（初期消火、
施設の閉鎖等）
・市の主管課への連絡体制
が整備されているか
・事件・事故対応訓練や講習
を年1回以上実施

適切に実施している。

事件・事故に対応するマニュア
ルの中で必要な規程が整備さ
れている。必要な訓練も実施さ
れており、事故発生時の対応も
しっかりなされている。

消防訓練実施（8/12、11/27）

防災危機管理講習会受講
（1/23）
防犯危機管理講習会受講
（6/20）

関係法令の遵守

守秘義務の徹底

事件・事故発生時の対応の
適切さ

人 材



施 設 名

管 理 者 名 指 定 期
間

～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

平成２５年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

スポーツ振興法

新潟市都市公園条例

鳥屋野運動公園馬場

(公財)新潟市開発公社

中央区地域課

平成26年3月31日平成21年4月1日

中央区女池南３丁目６番４号

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、体育施設を設置す
る。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

(１)新潟市都市公園条例に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与する
管理運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等利用を確保すること。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと

施 設 概 要

敷地面積　６，４６７㎡、延床面積　４２５㎡
建物構造　木造
主な施設内容（構成施設の内容）
　厩舎（平屋建）　２８２㎡
　管理棟（平屋建）　４３㎡
　クラブハウス（平屋建）　１００㎡

施 設 設 置 目 的

視 点 評価

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

アンケートで接客の「満足」
以上を6割以上

満足度が非常に高いことを高く評
価する。

実績

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。

評価指標 評価コメント評価項目

広報の充実 必要な情報提供を実施した。
・月間HP等による情報提供
更新　1回以上

・ＨＰでの情報提供実施
（1回/月以上）

基準を大きく上回っており、昨年度
よりも増加している。
今後も更なる増加を期待する。

必要な対応を実施した。

基準利用者数の達成 年間12,000人以上 14,790人

各種サービス別満足度
H25施設アンケート
 接遇項目：平均92.4％

苦情･要望に対する対応
・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望には7営業日以
内に回答

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望なし

市 民

設置目的に合致したサービ
ス提供

・工事による休業を除く開館
（運営）時間が過去3年間の
平均値より3％減以内

例年どおり開館 適切に実施している。



財 務 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

・利用者の安全確保のため

事業計画・事業報告の適切
さ

事業計画書・事業報告書提
出の〆切厳守

〆切を守って提出されている 適切に実施している。

業務基準書に定める各種
人員配置の遵守

業務基準書に定める以上の
各種人員を配置

・補償を伴う事故発生件数0
件

利用者１人あたりのコスト削
減額

施設管理に必要な人員を配置

前年度実績より1％以上削
減

人身事故発生なし

【中央区内全施設での評価】
　利用者1人あたりのコスト
　・H25実績　533円/人

指定管理者の管理運営責任
での臨時休業日０日

指定管理者の管理運営責任で
の臨時休業日なし

・安全責任者は常勤職員が
配置されているか（他施設と
兼任可）
・安全責任者が不在の場合
の代理が決まっているか
・連絡体制、連絡方法のマ
ニュアルが整備されている
か
・地域防災計画と整合する
体制の要項が整備されてい
るか

・事故なし
・重クレーム該当なし
・その他の連絡等は随時適切
に行なわれた

安全責任者として市陸上競技
場館長を配置。不在の場合は
正職員が代行する。また、事故
発生時における連絡体制のマ
ニュアルが整備されており、安
全確保体制が確立されてい
る。

業務改善指導の〆切厳守 業務改善指導なし

適切に実施している。

前年度から約5％のコスト増となっ
た。これは昨年度、陸上競技場の
耐震工事の影響による休館が原因
もあるが、コスト削減が十分になさ
れているとは言えない。今後も経
費の削減及び利用者の増を図り、
１人あたりのコスト削減に努めるよ
う求める。

人身事故もなく適正に管理してい
る。

業務改善指導なし。

適正に管理運営している。

適切に実施している。

適切に実施している。

日常連絡の適切さ

・事故報告は発見より30分
以内
・重クレーム報告は1時間以
内
・市からの質問事項等の〆
切厳守

安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

改善勧告時の対応の迅速
さ・適切さ

業 務

人身事故に関するもの

臨時休業時間

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

業務基準書等に定める事
項の遵守

業務基準書等に定める事項
の遵守

適切に実施している。

配置人員条件の充足 適正に実施している。

守秘義務の徹底 適切に実施している。

事件・事故に対応するマニュア
ルの中で必要な規程が整備さ
れている。

防災危機管理講習会受講
（1/23）
防犯危機管理講習会受講
（6/20）

総 合 評 価 （ 所 見 ）

公募による指定管理期間の最終年目として、これまでの経験を生かし大きな問題もなく施設の管理運営を行った。
利用者数も増加しており、満足度も非常に高く、苦情や要望もなく管理に問題がないことを高く評価する。
当該施設は利用者がある程度限られているため、今後は充分な自己評価・データ分析を行い、利用者数の増加につながる取り組みがなされることを
期待する。

マニュアルを整備済

関係法令の遵守

の対応要項が整備されてい
るか（避難の誘導や蘇生対
応等）
・警察や消防への連絡体制
が整備されているか
・被害拡大の予防対策が整
備されているか（初期消火、
施設の閉鎖等）
・市の主管課への連絡体制
が整備されているか
・事件・事故対応訓練や講習
を年1回以上実施

適切に実施している。

遵守されている。

個人情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

マニュアルを整備済

機密情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

・業務用の実施マニュアルを
整備している

基準書等に定める以上の必
要な資格や経験を有する職
員を配置

マニュアルが整備されている。 適切に実施している。

馬場の管理経験のある人員を
配置

適切に実施している。

人 材

知識や技能の向上

事件・事故発生時の対応の
適切さ



施 設 名

管 理 者 名 指 定 期
間

～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

中央区地域課

平成26年3月31日

施 設 概 要

中央区関屋１番地９３

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、体育施設を設置する。

平成２５年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

スポーツ振興法

新潟市都市公園条例

西海岸公園少年野球広場

(公財)新潟市開発公社 平成21年4月1日

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

敷地面積　１２，０３０㎡、延床面積　４７.6㎡
建築構造　鉄筋コンクリート造
主な施設内容（構成施設の内容）
　野球場　８，３１１㎡
　管理棟（平屋建）　２２㎡
　用具庫（平屋建）　２５.6㎡

施 設 設 置 目 的

(１)新潟市都市公園条例に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与する管理
運営を行うこと。
(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等利用を確保すること。
(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。
(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。
(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと

視 点 評価

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

必要な情報提供を実施した。

基準利用者数の達成 年間8,000人以上 9,490人

設置目的に合致したサービ
ス提供

・工事による休業を除く開館
（運営）時間が過去3年間の
平均値より3％減以内

評価項目

広報の充実

評価コメント実績

適切に実施している。

・各種サービスの苦情5件以
下

苦情なし 苦情なく管理運営した。

必要な対応を実施した。

各種サービス別満足度
市 民

苦情･要望に対する対応

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。

評価指標

例年どおり開館

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望なし

・苦情対応マニュアル整備
・苦情、要望には7営業日以
内に回答

・月間HP等による情報提供
更新　1回以上

・ＨＰでの情報提供実施
（1回/月以上）

昨年度より大幅に減少するも、基
準を上回っていることを評価する。



財 務 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

前年度から約5％のコスト増となっ
た。これは昨年度、陸上競技場の
耐震工事の影響による休館が原
因もあるが、コスト削減が十分にな
されているとは言えない。今後も経
費の削減及び利用者の増を図り、
１人あたりのコスト削減に努めるよ
う求める。

【中央区内全施設での評価】
　利用者1人あたりのコスト
　・H25実績　533円/人

人身事故もなく適正に管理してい
る。

人身事故発生なし

業務改善指導なし。

適切に実施している。

適切に実施している。

〆切を守って提出されている

適切に実施している。

利用者１人あたりのコスト削
減額

前年度実績より1％以上削
減

適正に管理運営している。

適切に実施している。

・事故なし
・重クレーム該当なし
・その他の連絡等は随時適切に行
なわれた

指定管理者の管理運営責任
での臨時休業日０日

指定管理者の管理運営責任での
臨時休業日なし

業務基準書に定める各種
人員配置の遵守

業務基準書に定める以上の
各種人員を配置

再委託先職員１名を配置のほか、
大会等開催時には増員対応してい
る。

・事故報告は発見より30分
以内
・重クレーム報告は1時間以
内
・市からの質問事項等の〆
切厳守

事業計画書・事業報告書提
出の〆切厳守

・安全責任者は常勤職員が
配置されているか（他施設と
兼任可）
・安全責任者が不在の場合
の代理が決まっているか
・連絡体制、連絡方法のマ
ニュアルが整備されている
か
・地域防災計画と整合する
体制の要項が整備されてい
るか

事業計画・事業報告の適切
さ

・補償を伴う事故発生件数0
件

安全責任者として市陸上競技場館
長を配置。不在の場合は正職員が
代行する。また、事故発生時にお
ける連絡体制のマニュアルが整備
されており、安全確保体制が確立
されている。

業務改善指導の〆切厳守 業務改善指導なし

業 務

人身事故に関するもの

臨時休業時間

日常連絡の適切さ

安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

改善勧告時の対応の迅速
さ・適切さ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ 適切に実施している。

AED講習を受けた再委託職員が常
駐するとともに、大会開催時などは
屋外施設管理経験豊富な職員が
配置されている。

遵守されている。

業務用の実施マニュアルを
整備している

基準書等に定める以上の必
要な資格や経験を有する職
員を配置

マニュアルが整備されている。

マニュアルの整備と職員研修を実
施

適切に実施している。

公募による指定管理期間の最終年目として、これまでの経験を生かし大きな問題もなく施設の管理運営を行った。
利用者数は昨年度から大幅に減少しているが基準を上回っており、苦情や要望もなく管理に問題がないことを評価する。
今後も、ニーズにあった適切な広報活動やサービス提供を行い、利用者数及び満足度を今以上に向上させる取り組みがなされることを期待する。

配置人員条件の充足 適正に実施している。

適切に実施している。

総 合 評 価 （ 所 見 ）

業務基準書等に定める事項
の遵守

適切に実施している。

適切に実施している。

個人情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

守秘義務の徹底
機密情報の取り扱いに関す
るマニュアルの整備

関係法令の遵守

・利用者の安全確保のため
の対応要項が整備されてい
るか（避難の誘導や蘇生対
応等）
・警察や消防への連絡体制
が整備されているか
・被害拡大の予防対策が整
備されているか（初期消火、
施設の閉鎖等）
・市の主管課への連絡体制
が整備されているか
・事件・事故対応訓練や講習
を年1回以上実施

マニュアルの整備と職員研修を実
施

事件・事故に対応するマニュアル
の中で必要な規程が整備されてい
る。

防災危機管理講習会受講（1/23）
防犯危機管理講習会受講（6/20）

人 材

知識や技能の向上

事件・事故発生時の対応の
適切さ

業務基準書等に定める事
項の遵守


